


2006年国際放送機器展（Inter BEE 2006）は、社団法人電子情報技術産業
協会の主催、日本放送協会、社団法人日本民間放送連盟の後援、日本エレクトロニ
クスショー協会の企画・運営により、今秋、11月15日から17日までの3日間、千
葉市・幕張新都心の幕張メッセにおいて開催いたします。
日本においては地上デジタル放送が進行している中、世界でも放送のデジタル化
が広がっております。本展は1965年（昭和40年）にスタート、かぞえて本年は第
42回を迎え、国内外のトップレベルの放送関連機材を一堂に集め、ひろく放送関係
者を対象に、国際的な技術交流と広範な需要開拓の場としてビジネスチャンスを提
供するものであります。
また、本展は、音と映像はもとより通信のプロフェッショナル展として世界の優れ

た機材が多数出展され、放送関係者のみならず、それを取り巻く幅広いユーザーに
大きな関心が持たれております。
さらに、本年も恒例の民放技術報告会および国際シンポジウム等が同時開催さ

れ、全国から多くの関係者が集まります。
各位におかれましては、この機会を十分に活用され、積極的に参加されますよう

ご案内申し上げます。

2006年国際放送機器展
開催要項

出展規定

1.出展者の資格　2.出展機種　3.出展部門　4.展示小間の規格・形態および申込小間数

5.小間の転貸、売買、譲渡、交換の禁止　6.小間位置の決定　7.出展小間料

8.出展申込方法と申込先　9.出展申込期限　

10.装飾　11.電源設備と電力容量　12.出展物の管理　

13.禁止事項

14.発明・考案に関する出願前出展物についての保護　

15.音楽等を使用される場合の著作権処理

16.外国からの出展物の持ち込み 17.入国査証申請 18.写真・ビデオ撮影　

19.不可抗力による開催中止　

20.予定表　21.「準備要領」の記載内容

2005年国際放送機器展

概要

出展状況

登録入場者分析

幕張メッセ、運営／所在地・電話

交通のご案内
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名 称

主 催

後 援

運 営

会 期

会 場

会場規模

開場時間

対 象

入 場

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

2006年国際放送機器展
International Broadcast Equipment Exhibition 2006
（略称）Inter BEE 2006

社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）

社団法人 日本民間放送連盟（NAB-J）、日本放送協会（NHK）（以上予定）

日本エレクトロニクスショー協会（JESA）

11月15日（水）～17日（金）〔3日間〕

幕張メッセ
展示ホール 1、2、3、4、5、6、7（予定）
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬2-1

47,409（予定）平方メートル

11月15日（水）・11月16日（木）午前10時～午後5時30分
11月17日（金）午前10時～午後5時

内外の放送局技術者、番組制作会社、放送設備導入会社、
CATVおよび放送技術に関連する層を対象とします。

無料（登録制）
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1. 出展者の資格
（1）放送機器ならびに関連機材のメーカーおよび商社、放送機器関連のソフトウェアを取り扱う

会社等。出展申込者が広告代理店等に業務を委託する場合は、委任状を添付してください。

（2）広告代理店等の代理申し込みは受け付けません。

2. 出展機種
放送に使用するすべての機材、同付属品、測定器、部品、その他の番組制作関連機材等

3. 出展部門
（1）映像・放送関連機材部門 （2）プロオーディオ部門 （3）出版／パブリシティ部門

出展物が両部門にまたがる場合はウエイトを置く部門にまとめて展示するか、または両部門

に分けて展示することができます。

4. 展示小間の規格・形態および申込小間数
（1）1小間の標準規格

q1小間～18小間

（間口）2.97m×（奥行）2.97m

高さ：小間の境界線から内へ1m未満までの範

囲は高さ2.7m以下とします。その他の

部分は高さ3mとします。

18小間以下で小間割りの結果、小間周囲4面が

通路になる場合は、下記の規格とします。

（間口）3m×（奥行）3m

高さ：小間の境界線から内へ1m未満までの範囲は高さ2.7m以下とします。その他の部分

は高さ3mとします。

w20小間～100小間

（間口）3m×（奥行）3m×（高さ）4.5m

e高さに関する特記事項
●スピーカー・照明器具

施工上やむを得ない最低限の照明器具および小型スピーカ等の音響機器は、小間の標準規格

より300mmまで突出して取り付けることができます。

ただし、安全面については十分ご配慮願います。
●出展製品が小間規格を超過する場合

出展物および装飾物の高さの限度は前記のとおりとします。ただし、出展物の高さが限度を

超える場合は出展申込時に事務局に仕様パンフレットを提出・申請し、国際放送機器展実行委

員会の許可を受けてください。この場合、出展物は自社小間内で展示することとし、通路上の

空間等にはみ出すことはできません。

高さ超過の許可を受けた出展物に関しては機材の原状で出展するものとし、機材を目立たせ

る目的等の装飾を施すことを禁止します。
●展示ホール最後列（ホール最南端）の小間

展示ホール最後列(ホール最南端)の小間については、展示ホール入口より分かりにくい位置にあ

ることを考慮して、下記のサイン看板を設置することができます。

・サイン看板の記載内容

サイン看板の記載内容は、出展者名 (会社名・団体名)、出展者名のロゴ、出展者名を表すロゴマ

ーク、出展者名のブランドに限定します。
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製品名、部署名、キャッチコピーなど出展者名以外のサインは認められませんので、これらにつ

いては、標準規格の高さ内で施工してください。

・サイン看板規格

下記の寸法以内で設置してください。

(横幅)8,000mm×(奥行) 500mm×(高さ)1,000mm 

看板は全て小間内に納めてください。

・看板設置箇所・点数

1方向に看板1点、3方向まで、合計3点を設置することができます。

・最後列にあたる出展者については、Inter BEE 2006実行委員会で決定します。

・看板設置例等は、「準備要領」を参考にしてください。

r小間からのはみ出し違反についての対応

出展物、装飾物、梱包材等が小間からはみ出しますと通行の妨げとなるばかりでなく、事故の

原因となる場合がありますので、必ず自社の小間内に納めてください。これに違反した場合

は、下記の追加料金をお支払いいただきます。

また、高さの違反についても、同額の料金を設けますのでご注意ください。

1m3あたり¥94,500（消費税を含む）（間口）1m×（奥行）1m×（高さ）1m

（2）小間の形態　□高さ2.7m ■高さ3m ※展示小間規格を参照。

（3）各部門の申込数

下記より小間数を選択して、お申し込みください。

1，2，3，4，5，6，8，10，12，14，16，18，

20，24，30，34，40，44，50，54，60，64，70，74，80，90,100

q出展申し込み締め切り後、全体の配置を勘案し、申込小間数を調整することがあります。

w90小間以上の小間数については、小間割りの都合上、小間数の調整をお願いすることがあります。

（4）共同出展

q2社以上の小間が共同で出展する場合においても、上記の申込小間数（2社以上の合計小間

数）でお申し込みください。

wただし、共同出展する場合は、1社が代表して出展申込書を提出してください。その他の共

同出展者については、事務局より送付する「共同出展に関する届出書」に必要事項を記入の

上、事務局に提出してください。

出展小間料を各社個別に支払う場合は、1社ごとに出展申込書を提出し、それぞれの会社が

共同出展を希望している旨を出展申込書に記載してください。

3

〈1小間〉�

〈8小間〉� 〈10小間〉�

〈2小間〉� 〈3小間〉� 〈4小間〉�
A B

A

B

〈12小間〉�
A

B

〈14小間〉�
A

B

〈16小間〉�
A

B

〈18小間〉�

A

B

〈5小間〉�

〈6小間〉�

11.88m

10.395m
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原則として小間の周囲4面に通路を設置します。�



5. 小間の転貸、売買、譲渡、交換の禁止

出展者は、他の出展者あるいは第三者に、出展小間の一部または全部を転貸、売買、譲渡、交

換することは出来ません。

6. 小間位置の決定

（1）申込小間数・小間の希望形態および出展物の内容を事務局が考慮のうえ小間割りし実行

委員会の承認を得て、原則として抽選により決定します。（小間割抽選会／7月14日予定）

（2）抽選会では、最初に5月8日（申込期限）までに出展申込書をご送付いただいた出展者間で抽選

を行い、次に5月9日以降の申し込みの早い順に空小間から小間を選択していただきます。

（3）出版／パブリシティ部門の小間位置については事務局において小間割りを行います。

（4）小間割抽選会終了後、空スペースに出版物配布コーナーおよび倉庫等を設けますが、さら

に出展取り消し、小間数の増減等により小間割りに変更が生じる場合があります。

（5）ブロック展示の出展者に対し、事務局が来場者の動線を考慮し、小間の出入り口を指定する

場合があります。

（6）天井照明は全灯（約500ルクス）とします。ただし、12小間以上については、出展者の希望

により全滅（約50ルクス）の位置に配置する予定です。また、小間割りの結果、部分的に10

小間以下が全滅になる場合もありますので、ご留意ください。

7. 出展小間料

1小間につき次のとおりとします。

出展小間料には、18小間以下の基礎装飾費（隣接小間との間仕切りが必要な場合のバックパネル・

サイドパネル。ただし、角小間の通路側のサイドパネルは出展者負担。）、電気供給費（1小間につき

1kW。単相100Vまたは200V、50ヘルツの電源。各小間内にトータルスイッチ1基。）、電気使用

料、ガイドブック／ホームページ「出展者紹介」が含まれます。その他は下記のとおりといたします。

（注）専用回線・高速インターネット回線等の特殊回線、無料作業時間、レセプション招待状の無料配布部数,その他
の費用については「準備要領」に記載いたします。

出展小間料

消 費 税

合 計

290,000円

14,500円

304,500円
その他の出展者

出展小間料

消 費 税

合 計

260,000円

13,000円

273,000円
日本エレクトロニクスショー協会会員

無　料

150部／小間

110枚／小間

115枚／小間

11kW／小間

111社
111台目／1社

（注）

（注）

招待状および入場登録カード

残業代

レセプション参加費

胸　章

電気供給費

臨時電話の架設

バーコード
システム

出展者

作業員

単相100Vまたは200V

3相200V

通常回線
デジタル回線
システム料

端末器レンタル料

追加費用（消費税を含む）

,  30円／部

,500円／枚

,500円／枚

6,825円／kW

6,825円／kVA

工事費・基本料14,175円／本、および通話料

工事費・基本料26.250円／本、および通話料

2台目以上：8,400円／1台
10,500円／時間

10,000円／名
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名 称

U R L

会 期

開 場 時 間

会 場

入 場

主 催

後 援

運 営

会 場 規 模

出 展 者 数

出 展 小 間 数

登録入場者数

特 別 展 示

同 時 開 催

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

（第41回）2005年国際放送機器展
International Broadcast Equipment Exhibition 2005
略称：Inter BEE 2005

http://bee.jesa.or.jp/

11月16日（水）～18日（金）〔3日間〕
開　会　式：11月16日(水)午前9時45分～ 展示ホール2階
レセプション：11月16日(水)午後6時～　　　 幕張プリンスホテル

11月16日（水）・11月17日（木） 午前10時～午後5時30分
11月18日（金） 午前10時～午後5時

幕張メッセ
展示ホール 3、4、5、6、7、8
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬2-1

無料（登録制）

社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA)
http://www.jeita.or.jp/

日本放送協会（NHK）
社団法人 日本民間放送連盟（NAB-J）

日本エレクトロニクスショー協会（JESA）
〒105-0012 東京都港区芝大門1-12-16 住友芝大門ビル2号館5階
http://www.jesa.or.jp/

40,847m2

686社・2団体

1,842小間

33,254名

CM作品上映：展示ホール6、展示ホール入口、国際会議場
協力：社団法人全日本シーエム放送連盟、ACC・CM情報センター

社団法人日本テレビコマーシャル制作社連盟
「第5回日韓中テレビ制作フォーラム」発表作品上映：展示ホール4

聴講料無料

主 催

運 営

会 場

社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

日本エレクトロニクスショー協会（JESA）

幕張メッセ・国際会議場2階　国際会議室

日 時
テ ー マ
プ レ ゼ ン タ ー

M C

国際シンポジウム

：11月16日（水） 13:00～16:00
：デジタル映像コンテンツ制作におけるクオリティ及び低コスト化の追求
：Ian Coony（Walt Disney Feature Animation）
Andrew Jackson（Animal Logic）
秋山貴彦（映画監督）
塩田周三（ポリゴン・ピクチュアズ）
：為ヶ谷秀一（女子美術大学）、國重静司（日本放送協会）

■
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日 時
テ ー マ
挨 拶
プレゼンター

M C

パネルディスカッション 協力：放送人の会

：11月17日（木） 15:00～17:30
：放送とインターネット～ジャーナリズムの未来を担う者は誰か
：大山勝美（放送人の会代表幹事）
：神保哲生（日本ビデオニュース）
下重暁子（作家）
音好宏（上智大学）
今野　勉（テレビマンユニオン）

L e c t u r e r s

テ ー マ
Presenters

M C

：Yasuo Takahashi (DiBEG)
Kenji Suzuki (Japan Broadcasting Corporation / NHK)
Takeshi Sawada (TOSHIBA)
Masayuki Takada(Japan Broadcasting Corporation / NHK)

：Mobile and Hardheld Broadcasting
：Takao Shimizu (Tokyo Broadcasting System)
Kim Sang Hun (KBS-BTRI)
Clive Morton (Broadcast Australia)
Nagisa Oyoshi (Tokyo Broadcasting System)
：Shigeru Yamazaki (TOSHIBA)

■

日 時
テ ー マ
講 師

講　演　Part I

：11月17日（木） 13:00～14:00
：ヨーロッパのHDTV市場制作のためのサービス
：Phil White（Shooting Partners Group）

■

会 場 幕張メッセ・国際会議場1階　101号室

主　 催 社団法人 日本民間放送連盟（NAB-J）
会　 場 幕張メッセ・国際会議場3階　301、302、303号室

■ 第42回民放技術報告会
11月16日（水）画像技術部門、ラジオ・音声部門、制作技術部門、回線・伝送部門

11月17日（木）データ放送・デジタルサービス部門、回線・伝送部門

特別企画、（テーマ：デジタル放送最前線～ワンセグ、モバイル、データ放送がサービスを変える）

11月18日（金）情報・ネットワーク部門、送出部門、データ放送・デジタルサービス部門、送信部門

日 時
テ ー マ
講 師

講　演　Part II

：11月17日（木） 11:00～12:00
：BBCが考えるHDTV
：Andy Quested（British Broadcasting Corporation）

■

日 時
テ ー マ
プレゼンター

M C

日 時

音響シンポジウム

：11月16日（水）・17日（木）10:30～16:30
11月18日（金）に開催の音響シンポジウムプレゼンターの作品を試聴。

：11月18日（金） 13:00～16:00
：地上デジタル放送、各地に広がる音声サラウンド～制作にあたっての問題点と解決策及び制作の実際
：三村将之（讀賣テレビ放送）
荒井康寿（北日本放送）
山口裕司（日本テレビ放送網）
大村陽一（山陰放送）
川島修（エムエム東京）
：沢口真生（パイオニア）

■

オーディオデモ■

主　 催 社団法人 電子情報技術産業協会（JEITA）
後　援 DiBEG in ARIB
会　 場 幕張メッセ・国際会議場2階　201号室

■ DTV Workshop（聴講対象：海外来場者）
：11月16日（水） 13:00～17:00
：DTTB in Progress

日 時
テ ー マ
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海外 26ケ国/地域, 467社

展示部門

プロオーディオ

映像・放送関連機材

出版/パブリシティ

合　　　計

展示ホール

3

4,5,6,7,8

4

出展者数

241社

444社

1社/2団体

686社/2団体

小間数

,279

1,559

4

1,842小間

■出展小間数・出展者数

■出展者数
〈プロオーディオ部門、映像・放送関連機材部門〉

総合計　　28ケ国/地域, 686社/2団体

225社

60

53

21

17

15 

10

9

8

8

7

6

5

218

アメリカ合衆国

英 国

ド イ ツ

カ ナ ダ

フ ラ ン ス

韓 国

イ ス ラ エ ル

イ タ リ ア

オーストラリア

デ ン マ ー ク

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン

ス ペ イ ン

日 本

オ ラ ン ダ

ノ ル ウ ェ ー

ベ ル ギ ー

シ ン ガ ポ ー ル

チ ェ コ

リヒテンシュタイン

ア イ ル ラ ン ド

オ ー ス ト リ ア

ニュージーランド

フ ィ ン ラ ン ド

ブ ラ ジ ル

ブ ル ガ リ ア

ポ ー ラ ン ド

4社

4

3

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

合計　 27ケ国/地域, 685社

海外　　2ヶ国　　2団体

〈出版/パブリシティ部門〉

韓 国

日 本

1団体

1社

1団体中 国

合計　　3ヶ国　　1社/2団体
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※再来場者数は含まれておりません。

※不明には在日外国人が含まれています。

総合計　976名

36国／地域

■登録入場者数

■外国人登録者の地域別／国別内訳

11月16日(水)

11月17日(木)

11月18日(金)

合　　　計

入 場 者 数
合　　計会　　期

計　　112名

北 米 11.5%

アメリカ合衆国

カ ナ ダ

104

8

計　　 734名

東南・中央アジア 75.2%

計　　 53名

ヨーロッパ 5.5%

計 11名

オーストララシア州
南 大 洋 州 1.1%

オーストラリア

ニュージーランド

9

2

計　　 4名

中近東/アフリカ 0.4%

イ ス ラ エ ル

ケ ニ ア

アラブ首長国連邦

2

1

1

日　　本

10,189

11,288

10,801

32,278名

外　　国

528

306

142

976名

10,717

11,594

10,943

33,254名

韓 国

台 湾

中 国

香 港

シンガポール

タ イ

イ ン ド

マ レ ー シ ア

フ ィ リ ピ ン

インドネシア

ス リ ラ ン カ

カ ン ボ ジ ア

パ キ ス タ ン

497

86

64

32

20

9

7

7

5

3

2

1

1

英 国

ド イ ツ

フ ラ ン ス

オーストリア

ノ ル ウ ェ ー

スウェーデン

イ タ リ ア

ウ ク ラ イ ナ

オ ラ ン ダ

チ ェ コ

ベ ル ギ ー

22

14

4

3

3

2

1

1

1

1

1

計　　 55名

不 明 5.6%

13

計　　 7名

中南米 0.7%

コ ロ ン ビ ア

ブ ラ ジ ル

アルゼンチン

ガ テ マ ラ

ベ ネ ズ エ ラ

2

2

1

1

1



■登録入場者分析／日本人

10代

20代

30代

40代

50代以上

無回答

合　計

983

6,532

9,858

7,852

6,550

503

32,278名

名

名

3.1

20.2

30.5

24.3

20.3

1.6

100.0

％回答数

〈ユーザー・ゲスト〉

〈年　代〉

制作関係

技術関係

一般事務

その他

無回答

合　計

4,195

17,379

2,073

7,795

836

32,278

13.0

53.8

6.4

24.2

2.6

100.0

％回答数

〈職　種〉

NHK

民放会社

ポストプロ

プロダクション

ビデオソフト制作会社

レコード制作会社

PA関係

CATV関係

官公庁

その他のユーザー

小　計

ゲスト

商社

報道出版

放送機器メーカー

広告代理店

学生

その他

小　計

無回答

合　計

1,175

3,391

3,035

2,385

1,086

222

1,281

1,023

331

2,785

16,714

1,813

157

4,767

367

1,683

6,180

14,967

597

32,278名

3.6

10.5

9.4

7.4

3.4

0.7

4.0

3.2

1.0

8.6

51.8

5.6

0.5

14.8

1.1

5.2

19.1

46.3

1.9

100

％回答数

ユーザー購入のため

技術的関心

一般的興味

その他

無回答

合　計

3,430

22,309

3,223

2,736

580

32,278

10.6

69.1

10.0

8.5

1.8

100.0

％回答数

〈目　的〉

経営者

部長以上

課長

一般

無回答

合　計

3,090

4,583

4,533

19,162

910

32,278

9.6

14.2

14.0

59.4

2.8

100.0

％回答数

〈職　階〉

名
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日本エレクトロニクスショー協会（JESA）
〒105-0012  東京都港区芝大門1-12-16 住友芝大門ビル2号館5階

電話（03）5402-7601 FAX（03）5402-7605
E-mail: contact@inter-bee.com    URL: http://bee.jesa.or.jp/

〈関心／重複回答〉

10,963

18,009

3,122

4,244

3,350

7,355

4,335

8,865

3,824

1,857

3,109

2,947

1,344

1,156

9.9

16.3

2.8

3.8

3.0

6.6

3.9

8.0

3.5

1.7

2.8

2.7

1.2

1.0

％回答数

4,099

1,513

2,253

932

1,058

8,108

2,045

3,055

4,333

2,086

1,683

4,241

880

110,766名

3.7

1.4

2.0

0.8

1.0

7.3

1.9

2.8

3.9

1.9

1.5

3.8

0.8

100.0

％回答数

オーディオ機器全般

映像機器全般

マイクロホン

ミキサー

スピーカ

カメラ

VTR

編集・制作装置

ビデオモニタ

変換装置

送出システム

中継システム

中継車

ラジオ放送送信システム

テレビ放送送信システム

照明機器

測定機器

伝送ケーブル

電源装置

HDTVシステム

バーチャルシステム

CG制作システム

マルチメディアシステム

衛星放送関連機器

多重放送システム

ソフトウェア

その他

合　計
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電車・バスでの来場
（1）幕張メッセの最寄り駅は

qJR京葉線・海浜幕張駅（会場まで徒歩7分）
wJR総武線・幕張本郷駅、京成線・幕張本郷駅（会場までバス15分）
JR総武線・京成線の幕張駅からは交通の便がありませんのでご注意ください。

（2）東京都心方面から海浜幕張

東 京
JR京葉線

28分（快速）、40分（各停）
海浜幕張

有 楽 町
地下鉄有楽町線

新 木 場 海浜幕張
JR京葉線

12分 20分（快速）、26分（各停）

大 手 町 西 船 橋
地下鉄東西線

海浜幕張

23分（快速）

南 船 橋
JR武蔵野線

6分

JR京葉線

6分（各停）

1．
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南 船 橋

車での来場

（3）東京都心方面から幕張本郷

東　　 京
JR総武線

津 田 沼 幕張本郷
JR総武線

29分（快速） 3分

秋 葉 原
JR総武線

35分
幕張本郷

（4）浦和・松戸方面から

南 浦 和
JR武蔵野線

海浜幕張
JR京葉線

47分 6分（各停）

湾岸習志野I.C東京都心
首都高速湾岸線

幕張メッセ

湾岸千葉I.C成田空港
東関東自動車道

幕張メッセ

（5）羽田・成田空港から幕張メッセ

羽田空港
高速バス（千葉中央駅行）

50分
幕張メッセ

成田空港
高速バス

30分
幕張メッセ

2．

�
浜田2丁目交差点�

B
M
W

中央通り�

�
東京→�

幕張テクノ�
ガーデン�
�

ホテルグリーンタワー幕張�

東京海上火災�

ホテル�
スプリングス幕張�

海浜幕張�

ホテル�
フランクス�ザ・マンハッタン� ワールド�

ビジネス�
ガーデン �
  WBG

JR京葉線  

ホテル�
ニューオータニ幕張�
�

N

メッセ大橋 

千葉マリン�
スタジアム�

ヘリポート�

出口�

駐車場入口�
�

駐車場渡線橋�
�幕張イベントホール�

�
国際会議場�

�

国際展示場�
�

幕張�
プリンスホテル�

中央ロータリー� 北ゲート �
�

市道千葉臨海線�
� 県道千葉・船橋海浜線�

�

8 7 6 5 4 3 2 1
�

�
9

10

11

� � � � � ��

歩行者デッキ�

ブレナ�
幕張�

シャープ�

富士通�
NTT

東京�
ガス�

←蘇我�
�

JR京葉線�
�

→
� 湾岸習志野I.C.

ジャスコ�

�

�

�

幕張海浜公園�
� 幕張海浜公園�

�

�

千葉船橋海浜道路�
�

一般有料駐車場（5,500台収容）�
�

浜田川�
�

南２ゲート 

南1ゲート �
�

国
際
展
示
場
�

�

メッセ・�
アミューズメント�
モール�
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